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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
ふ
る
さ
と
宮
城
の
水
循
環
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
環
境
対
策
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号
（
証
紙
代
金
収
納
計
器
の
指
定
）
の
一

　

部
を
改
正
す
る
告
示 

（
税　

務　

課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
宮
城
県
農
業
大
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の
委

　

託 

（
農
業
振
興
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 
（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 
（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　
　

三

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
四
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

選
挙
管
理
委
員
会

〇
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

四

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

　

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

四

収
用
委
員
会

〇
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
美
里
町
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定 

四

〇
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
美
里
町
事
件
審
理
の
開
始 

五

〇
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
美
里
町
事
件
公
示
に
よ
る
通
知 

五

規　
　
　

則

　

ふ
る
さ
と
宮
城
の
水
循
環
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
号

　
　
　

ふ
る
さ
と
宮
城
の
水
循
環
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

ふ
る
さ
と
宮
城
の
水
循
環
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
五
号

　

証
紙
代
金
収
納
計
器
の
指
定
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
二
十
六
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

機
種

　
　

１　

ピ
ツ
ニ
ー
ボ
ウ
ズ　

Ｅ
五
〇
〇
Ｃ
Ｔ
型

　
　

２　

ネ
オ
ポ
ス
ト　

Ｓ
Ｈ

－

二
〇
一
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
六
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日
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〇
四
一
〇
七
〇
〇
三
三
〇

ス
プ
リ
ン
ト
美
田
園
セ

ン
タ
ー

名
取
市
美
田
園
三
丁
目

六

－

二

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

株
式
会
社
ス
プ

リ
ン
ト

平
成
二
十
六
年

三
月
一
日

〇
四
一
二
一
〇
〇
〇
七
五

蔵
王
す
ず
し
ろ

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田

温
泉
字
七
日
原
一

－

七

百
二
十
九

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

平
成
二
十
六
年

三
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
大

学
校
の
農
産
物
等
の
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託

し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

名
取
市
田
高
字
原
三
百
八
十
九
番
地

　
　

株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
名
取
西
店

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
二
四
七
か
ら
二
五
〇
ま
で
・
押
分
字
須
加
原
一
二
七
の
二
・
早
股
字
前
川
一
八
七
の
二
・

寺
島
字
川
向
四
五
の
四
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
二
四
七
か
ら
二
五
〇
ま
で
・
押
分
字
須
加
原
一
二
七
の
二
・
早
股
字
前
川
一
八
七
の
二
・

寺
島
字
川
向
四
五
の
四
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

伊
具
郡
丸
森
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

伊
具
郡
丸
森
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法
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⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

伊
具
郡
丸
森
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
丸
森
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

河
南
築
館
線

栗
原
市
築
館
字
外
南
沢
一
六
三
番
二
地
先
か
ら

同
市
築
館
伊
豆
三
丁
目
三
十
三
番
二
十
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
六
年

三
月
七
日

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
吉
田
浜
字
小
浜
七
番
八
及
び
七
番
二

十
二
の
各
一
部

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
長
砂
十
九
番
地
の
四
十

六

 

七
ヶ
浜
土
地
改
良
区　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
吉
田
浜
字
野
山
五
番
三
百
九
十
六

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ヶ
崎
浜
字
前
島
一
の
一

 

東
北
特
殊
工
業
株
式
会
社　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
二
十
二
番
一
、
二

十
二
番
二
、
二
十
三
番
、
二
十
九
番
及
び
三
十
八
番
二
の

各
一
部

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
二
十
二
番
地
一

 

丸
平
木
材
株
式
会
社　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

  

気
仙
沼
市
栄
町
三
十
六
番
一
、
三
十
六
番
四
、
五
十
三

番
二
、
五
十
三
番
七
、
五
十
四
番
、
五
十
六
番
、
五
十
七

番
一
、
五
十
八
番
、
六
十
番
一
及
び
六
十
一
番
一
の
各
一

部
　

気
仙
沼
市
中
み
な
と
町
八
十
六
番
地

 

社
会
福
祉
法
人　

鶯
会　
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選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
一
号

　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項

及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第

七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に

要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て

は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て

得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
〇
九
〇

二 　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
八
十
万
を
超

え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
三
八
、
〇
六
二

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

　
　

青

葉

選

挙

区　
　

七
九
、
一
六
六　
　
　
　

岩

沼

選

挙

区 

一
一
、
六
九
五　
　
　

　
　

宮
城
野
選
挙
区　
　

五
〇
、
六
〇
六　
　
　
　

登

米

選

挙

区 

二
三
、
三
五
〇　
　
　

　
　

若

林

選

挙

区　
　

三
五
、
五
二
〇　
　
　
　

栗

原

選

挙

区 

二
〇
、
八
三
一　
　
　

　
　

太

白

選

挙

区　
　

六
〇
、
八
三
五　
　
　
　

東
松
島
選
挙
区 

一
〇
、
八
六
四　
　
　

　
　

泉

選

挙

区　
　

五
八
、
六
三
八　
　
　
　

大

崎

選

挙

区 

三
六
、
九
六
〇　
　
　

　
　

石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区　
　

四
三
、
八
〇
八　
　
　
　

柴

田

選

挙

区 

二
二
、
九
四
〇　
　
　

　
　

塩

釜

選

挙

区　
　

一
五
、
七
四
五　
　
　
　

亘

理

選

挙

区 

一
三
、
一
〇
三　
　
　

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
選
挙
区　
　

二
三
、
二
九
〇　
　
　
　

宮

城

選

挙

区 

一
三
、
七
三
八　
　
　

　
　

白
石
・
刈
田
選
挙
区　
　

一
四
、
二
五
九　
　
　
　

黒

川

選

挙

区 

二
三
、
九
六
〇　
　
　

　
　

名

取

選

挙

区　
　

一
九
、
六
三
〇　
　
　
　

加

美

選

挙

区 

九
、
一
〇
三　
　
　

　
　

角
田
・
伊
具
選
挙
区　
　

一
二
、
九
〇
六　
　
　
　

遠

田

選

挙

区 

一
一
、
九
三
四　
　
　

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区　
　

二
一
、
九
五
七

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
二
号

　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え

る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　
　

三
三
八
、
〇
六
二

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収
用
の
裁

決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

一　

起
業
者
の
名
称　

国
土
交
通
大
臣

二　

事
業
の
種
類　

一
級
河
川
鳴
瀬
川
水
系
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
県
道
付
替
工
事

三　

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
等

　
　

土
地
の
所
在　

宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町
木
間
塚
字
押
切
西　

地
内

地　

番

地　
　
　

目

地　
　
　
　
　
　

積

収
用
し
よ
う
と
す
る

面
積　
　
　
　
　
　

登
記
簿

現　

況

公　
　
　

簿

実　
　
　

測

二
十
一
番

宅
地

畑

二
四
九
・
九
九
平
方

メ
ー
ト
ル

二
四
九
・
八
六
平
方

メ
ー
ト
ル

一
九
七
・
三
八
平
方

メ
ー
ト
ル

四　

土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

土
地
所
有
者
不
明

　
　

た
だ
し　

登
記
名
義
人　

亡　

畑
中　

繁
の
法
定
相
続
人
で
あ
る

宮　　城　　県　　公　　報
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畑
中
ハ
ル
コ　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地

畑
中　

ト
メ　

 

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

東
京
都
杉
並
区
上
高
井
戸
一
丁
目
六
番
二
三
号
八
幡
ハ
ウ

ス

工
藤　

悦
子　

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
一
丁
目
二
九
番
一
三

－

五
〇
七
号

畑
中　

妙
子　

 
住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

東
京
都
杉
並
区
上
高
井
戸
一
丁
目
六
番
二
三
号
八
幡
ハ
ウ

ス

畑
中　

勝
男　

東
京
都
府
中
市
若
松
町
四
丁
目
八
番
地
の
五
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
東
府
中
第
二　

四
〇
四

畑
中　

フ
ジ　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地

亀
山　

勝
男　

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
四
丁
目
二
番
一
二
号

柴
口　

保
子　

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴
町
真
鶴
一
五
五
三
番
地
梶
原
ハ
イ
ツ
一
〇
三
号

亀
山　

吉
雄　

東
京
都
品
川
区
八
潮
五
丁
目
二
番
七

－

一
〇
六
号

木
原　

妙
子　

神
奈
川
県
横
浜
市
港
南
区
日
野
八
丁
目
二
四
番
一
九
号

亀
山　

辰
彦　

東
京
都
八
王
子
市
元
八
王
子
町
三
丁
目
二
九
〇
六
番
地
一
四

串
間
美
津
惠　

東
京
都
立
川
市
西
砂
町
三
丁
目
五
七
番
地
の
二
四

亀
山　

利
男　

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
相
原
五
丁
目
一
五
番
三
〇
号

橋
本
と
み
子　

宮
城
県
多
賀
城
市
留
ケ
谷
三
丁
目
二
三
番
一
五
号
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
や
め
の
里

冨
田
や
ゑ
子　

宮
城
県
大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字
内
苗
代
二
八
番
地
一

金
澤
わ
き
こ　

宮
城
県
大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
中
崎
四
番
地
一

齋
田　

富
利　

愛
知
県
碧
南
市
吹
上
町
三
丁
目
三
〇
番
地

遠
藤　

妙
子　

宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
く
ぬ
ぎ
台
一
番
地
の
四
三

秋
田　

澄
子　

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
一
丁
目
一
番
一
〇
九
号

加
　

敏
子　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
四
丁
目
二
九
番
一
七
号

畑
中　

康
雄　

東
京
都
国
分
寺
市
東
恋
ヶ
窪
三
丁
目
三
四
番
地
一
一

畑
中　

子　

東
京
都
多
摩
市
落
合
四
丁
目
五
番
地
六

－

一
〇
四

畑
中　

裕
吉　

東
京
都
多
摩
市
落
合
四
丁
目
五
番
地
六

－

一
〇
四

岩
﨑　

初
美　

東
京
都
葛
飾
区
立
石
六
丁
目
二
三
番
一
六
号

畑
中　

惠
子　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地

小
湊
せ
つ
子　

三
重
県
亀
山
市
ア
イ
リ
ス
町
一
三
番
地
八
九

吉
岡　

敏
夫　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
東
勝
山
三
丁
目
三
五
番
七
号

松
浦　

幸
子　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
支
倉
町
一
番
五
号

吉
岡　

裕　
　

 

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所
「A

V
.D
O
N
A
 RU
Y
CE FERRA

Z A
LV
IM
, 631- V

. 

M
A
RY
 D
IA
D
EM
A
-SP- BRA

SIL

」

吉
岡　

岑　
　

宮
城
県
仙
台
市
泉
区
将
監
六
丁
目
四
番
三
四

－

三
一
号

吉
岡　

聖　
　

宮
城
県
仙
台
市
泉
区
歩
坂
町
四
番
二
一
号

鈴
木
美
代
子　

東
京
都
新
宿
区
二
十
騎
町
二
番
一
二

－

三
〇
六
号

松
本　

幸
子　

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
十
日
市
場
町
八
八
六
番
地
七
第
二
タ
イ
セ
イ
ハ
イ
ツ
一
〇
二
号

の
全
員
若
し
く
は
一
部
の
者

ま
た
は

畑
中　

清　
　

宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町
大
柳
字
後
藤
渕
八
番
地
七

五　

土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
権
利
の
種
類

　
　

な
し

六　

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号

　

国
土
交
通
大
臣
起
業
の
一
級
河
川
鳴
瀬
川
水
系
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
県
道
付
替
工
事
に
係
る

土
地
収
用
事
件
（
鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
美
里
町
事
件
）
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

十
九
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

一　

日
時　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
（
月
）
午
後
二
時
か
ら

二　

場
所　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
行
政
庁
舎　

九
階　

第
一
会
議
室

三　

審
理
事
項　

右
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
三
号

　

鳴
瀬
川
中
流
部
改
修
工
事
美
里
町
事
件
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
、
当
収
用
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
、

出
頭
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日

 

宮
城
県
収
用
委
員
会　
　
　

一　

通
知
す
べ
き
書
類

　
　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
付
け
宮
収
第
十
七
号　

審
理
の
開
始
に
つ
い
て
の
通
知
書

二　

通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　

畑
中
ハ
ル
コ　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地

　
　

畑
中　

フ
ジ　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地
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第2538号　平成26年３月７日　金曜日 （6）
　
　

畑
中　

惠
子　

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

樺
太
惠
須
取
郡
惠
須
取
町
大
字
大
平
字
大
平
番
外
地

　
　

畑
中　

ト
メ　

 

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

東
京
都
杉
並
区
上
高
井
戸
一
丁
目
六
番
二
三
号
八
幡
ハ
ウ

ス

　
　

畑
中　

妙
子　

 

住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

東
京
都
杉
並
区
上
高
井
戸
一
丁
目
六
番
二
三
号
八
幡
ハ
ウ

ス

　
　

吉
岡　

裕　
　

 
住
所
不
明　

判
明
し
た
最
終
の
住
所　

「A
V
.D
O
N
A
 RU
Y
CE FERRA

Z A
LV
IM
, 631- V

. 

M
A
RY
 D
IA
D
EM
A
-SP- BRA

SIL

」
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